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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月30日(2011.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗原と結合する受容体、及び外因性の副刺激リガンドとを含有してなる、免疫応答性細
胞。
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【請求項２】
　副刺激リガンドが、構成的又は誘導的に発現される、請求項１に記載の免疫応答性細胞
。
【請求項３】
　少なくとも２つの副刺激リガンドが、構成的に発現される、請求項２に記載の免疫応答
性細胞。
【請求項４】
　副刺激リガンドが、Ｔ細胞の表面に構成的に発現される、請求項２又は３に記載の免疫
応答性細胞。
【請求項５】
　副刺激リガンドが、レトロウイルスベクターで発現される、請求項１～４のいずれか一
項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項６】
　副刺激リガンドが、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）リガンド又は免疫グロブリン（Ｉｇ）スー
パーファミリーリガンドである、請求項１～５のいずれか一項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項７】
　ＴＮＦリガンドが、４－１ＢＢＬ、ＯＸ４０Ｌ、ＣＤ７０、ＬＩＧＨＴ、及びＣＤ３０
Ｌからなる群より選択される、請求項６に記載の免疫応答性細胞。
【請求項８】
　Ｉｇスーパーファミリーリガンドが、ＣＤ８０及びＣＤ８６からなる群より選択される
、請求項６に記載の免疫応答性細胞。
【請求項９】
　副刺激リガンドが、ＴＮＦリガンド及びＩｇスーパーファミリーリガンドである、請求
項１～５のいずれか一項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項１０】
　ＴＮＦリガンドが４－１ＢＢＬであり、ＩｇスーパーファミリーリガンドがＣＤ８０で
ある、請求項９に記載の免疫応答性細胞。
【請求項１１】
　抗原が、腫瘍抗原又は病原体抗原である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の免疫
応答性細胞。
【請求項１２】
　抗原が、前立腺特異的膜抗原（ＰＳＭＡ）、癌胎児抗原（ＣＥＡ）、ＩＬ１３Ｒα、ｈ
ｅｒ－２、ＣＤ１９、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＩＶ－１Ｇａｇ、Ｌｅｗｉｓ　Ｙ、Ｍａｒｔ
－１、ｇｐ１００、チロシナーゼ、ＷＴ－１、ｈＴＥＲＴ、及びメソセリンからなる群よ
り選択される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項１３】
　抗原と結合する受容体が、Ｔ細胞の表面に構成的に発現される、請求項１～１２のいず
れか一項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項１４】
　抗原と結合する受容体が、Ｐｚ１もしくはＰ２８ｚである組換え抗原受容体又は内因性
抗原受容体である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の免疫応答性細胞。
【請求項１５】
　免疫応答性細胞が、Ｔ細胞、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞、細胞傷害性Ｔリンパ球（
ＣＴＬ）及び調節性Ｔ細胞からなる群より選択される、請求項１～１４のいずれか一項に
記載の免疫応答性細胞。
【請求項１６】
　ＣＤ８０、４－１ＢＢＬ、ＯＸ４０Ｌ、ＣＤ７０及びＣＤ３０Ｌからなる群より選択さ
れるポリペプチドをコードするベクターを発現する、ウイルス特異的Ｔ細胞。
【請求項１７】
　ウイルス特異的Ｔ細胞が、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）、エプスタイン・バールウ
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イルス（ＥＢＶ）、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）及びインフルエンザウイルスの抗原
からなる群より選択されるウイルスを認識する、請求項１６に記載のウイルス特異的Ｔ細
胞。
【請求項１８】
　ＣＤ８０、４－１ＢＢＬ、ＯＸ４０Ｌ、ＣＤ７０及びＣＤ３０Ｌからなる群より選択さ
れるポリペプチドをコードするベクターを発現する、腫瘍抗原特異的Ｔ細胞。
【請求項１９】
　腫瘍抗原特異的Ｔ細胞が、ＣＤ８０及び４－１ＢＢＬを発現する、請求項１８に記載の
腫瘍抗原特異的Ｔ細胞。
【請求項２０】
　ベクターが、レトロウイルスベクターである、請求項１８又は１９に記載の腫瘍抗原特
異的Ｔ細胞。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載の細胞を含有してなる、腫瘍、病原体感染、自己
免疫障害又は同種移植に関連する症状を治療するためのキット。
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